
決算書掲載頁　P99

内
訳

高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（バリアフリー新法）に基づき、高齢者・障がい者等の公共交
通機関を利用した移動上及び施設の利用上の利便性、安全性の向上を図る。

庁内、関係事業者との調整を行い、高齢者・障がい者等の公共交通機関を利用した移動上及び施設の利用上の利便
性、安全性の向上を図っていく。
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ノンステップバスの導入により、高齢者、障がい者等の移動等の利便性、安全性の向
上を図った。A

計画のとおり実施した。
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全市域において、高齢者や障がい者等をはじめ誰もが自由に移動できるバリアフリー環境の整備。
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ノンステップバス※の普及促進を図り、高齢者や障がい者等がバスを容易に利用できるようにする。
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1

委託 平成15年度 高齢者、障害者等の移動等の円滑化に関する法律　第8条

対象者：市内高齢者、障がい者等
概数：高齢者数（65歳以上）：28,048人（平成22年度）※平成23年版統計書より
障がい者数：5,365人（平成22年度）※平成22年度施策の成果より

南海バスとの協議、調整を行いながら、ノンステップバス導入を推進していく。
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2台のノンステップバス※導入への補助金交付により、河内長野市内における南海バス株式会社のノンステップバス※
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事業：移動等円滑化推進事業                                

高齢者や障がい者等をはじめ誰もが自由に移動できるバリアフリー環境の整備を推進した。 

 

 

 

細事業：ノンステップバス導入費補助事業               

 ノンステップバス※の普及促進を図り、高齢者や障がい者等がバスを容易に利用できるようにするため、南海バ

ス㈱のノンステップバス導入に対し、ノンステップバス導入費補助金の交付を行った。 

 

１．結果 

   ２台のノンステップバスを導入した。 

 

２．補助金 

   導入費補助金として、１，４５０，０００円を交付した。 

 

  ※ ノンステップバス 

…床面を超低床構造として乗降ステップをなくしたバスで、移動等円滑化のために必要な旅客施設又は 

  車両等の構造及び設備に関する基準を定める省令（平成１８年国土交通省令第１１１号）に定める基 

  準を満たしているもの 

 

 

 

 

 

 

 


